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１ 次の方程式のグラフをかきなさい。 ２ 次の連立方程式の解を，グラフをかいて求め

（１）２χ－ｙ＝４ なさい。

①①①① χχχχ＝＝＝＝２２２２（２）３χ＋５ｙ＝－１５ （１） ３χ－ｙ＝４ ( )1

②②②② ｙ＝ｙ＝ｙ＝ｙ＝２２２２（３） － ＝－２
χ－ｙ＝０

③③③③ χχχχ＝＝＝＝３３３３（２） ２χ－３ｙ＝－６ ( )2

④④④④ ｙ＝ｙ＝ｙ＝ｙ＝４４４４（４）３ｙ＋６＝０ ２χ－ｙ＝２

３ ２元１次方程式６χ－５ｙ－３０＝０のグラフが，χ軸，ｙ軸と交わる点の座標をそれぞれ

Ａ，Ｂとする。このとき，２点Ａ，Ｂと原点Ｏを結んでできる△ＡＢＯの面積を求めなさい。

※グラフの１めもりを１㎝とします。
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６χ－５ｙ－３０＝０をｙについて解くと

６
となる。ｙ＝ χ－６

５

点Aのχ座標 ５

点Bのｙ座標 －６

従って△ABOの面積は
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４ 右図の直角三角形ＡＢＣで，点ＰはＢを出発して辺上をＣを Ａ

通ってＡまで動きます。辺ＡＣの長さを４㎝，辺ＢＣの長さを

６㎝，点ＰがＢからχ㎝動いたときの△ＡＢＰの面積をｙ㎠と ４

するとき，次の問に答えなさい。 ㎝

（１）点Ｐが辺ＢＣ上を動くとき，ｙをχの式で表しなさい。 Ｃ Ｐ χ㎝ Ｂ

６㎝

ｙ＝ｙ＝ｙ＝ｙ＝２２２２χχχχ

△ＡＢＰの底辺はＢＰ＝χ

高さはＡＣ＝４

１
したがって 面積＝χ×４×

２

＝２χ

Ａ

（２）点Ｐが辺ＣＡ上を動くとき，ｙをχの式で表しなさい。

Ｐ

ｙ＝－ｙ＝－ｙ＝－ｙ＝－３３３３χχχχ＋＋＋＋３０３０３０３０

Ｃ Ｂ今度は △ＡＢＰの底辺をＡＰ と考えると

高さはＢＣ＝６ となる。

ここで，底辺ＡＰは，Ｐが動いた長さが変化するに伴って変化

する。

ＢＣ＋ＡＣ＝６＋４

＝１０

ＡＰ＝１０－Ｐの動いた長さ

＝１０－ χ

１
したがって 面積＝（１０－χ）×６×

２

＝３０－３χ

整理して ｙ＝－３χ＋３０


